
 

（第２号様式）   
令和５年４月 27 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立有馬高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（   月   日実施） 

総合評価（   月   日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①特色ある国際理
解教育と「総合的
な探究の時間」に
係る研究と実践を
とおして、探究的
でグローバルな視
野を持つ人材を育
成する。 
②「育てたい生徒
像」を見据え、共
通性と多様性のバ
ランスに配慮した
教育課程の策定と
実施を図るととも
に、特別活動の充
実をめざす。 
③「主体的・対話
的で深い学び」を
めざし、授業改善
を実施する。 
④基礎的基本的な
知識・技能と思考
力・判断力・表現
力等の育成のバラ
ンスを重視し、主
体的に学習に取り
組む態度を養う。 
 
 

①特色ある国際理解
教育を発展させ、積
極的な教育活動を行
う。また、姉妹校と
の交流を実施する。 
・総合的な探究の時
間において、ＳＤＧ
ｓに係わる探究活動
の継続を図る。探究
活動により広い視野
を持った人材を育成
する。 
 
 
 
 
 
③④「主体的・対話
的で深い学び」をめ
ざした授業改善を行
い、生徒の思考力・
判断力・表現力を育
成するとともに、学
習意欲と自主性を伸
長する。 
 

①ユネスコスクールの
ネットワークを用いて
様々な活動に積極的に
参加する。また、６月
のアサトン高校来校、
３月のドンウオン高校
訪問に向けて準備を行
い有意義な交流を行
う。 
 
・総合的な探究の時間
において各学年担当者
が中心となり、全教員
が探究の授業を実践で
きる計画を立て、ＳＤ
Ｇｓに係る探究活動を
展開する。 
③④学校全体で「主体
的・対話的で深い学
び」型の授業実践を目
指した授業見学や研究
授業を計画をすること
で、授業改善への意識
改革を図るとともに参
加者の研修成果に繋
げ、生徒の思考力・判
断力・表現力を育成す
る。 

①ユネスコスクー
ルのネットワーク
を用いた活動に年
５回以上参加する
ことができたか。
また、姉妹校交流
について事前・事
後指導から成果物
の作成をすること
ができたか。 
・総合的な探究の
時間について、各
学年の担当者が計
画を立て、全教員
が授業を実践でき
る計画を立案でき
たか。 
③④授業評価の結
果、「思考力、判
断力、表現力が高
められたか」の値
が７割を超えてい
るか。 
・テーマを設定し
た 研 究 授 業 を 行
い、意見交換がで
きたか。また、研
修成果を共有でき
たか。 

     

２ 
生徒指導・
支援 

①部活動の充実を
とおして自己理解
や他者理解を深め
る支援を行う。 
②交通安全指導を
通してマナーの向
上と事故防止に取
り組む。 
③人権尊重の精神
および規範意識を
高める取組を推進
する。 
④生徒一人ひとり
の個に応じた生徒
支援体制の確立を
図る。 
 

①部活動を活性化
し、活動をとおして
生徒の人格形成の支
援を行う。また、自
己肯定感を高めると
ともに他者理解を深
める支援を行う 
 
 
 
③生徒の規範意識を
高めるための取組を
組織として実践す
る。 
④生徒一人ひとりが
置かれている状況を
把握するとともに家
庭と連携した支援を
行う。また、教育相
談をとおして組織的
に生徒を支援できる
体制を構築する。 
 

①生徒の主体的な活動
の促進と部活動加入率
を上げるための働きか
けの強化を行う。ま
た、部活動全体での礼
儀や挨拶励行の働きか
けを通して部活動に対
する誇りや意識の高さ
を持てるよう「自負
心」を養う。 
③HR 活動、学年集会、
学校行事、登校指導な
どあらゆる機会におい
て、規範意識の向上に
繋がるよう教職員全体
で指導を行う。 
④いじめアンケートや
面談をとおして生徒一
人ひとりの把握に努
め、ケース会議、SC、
SSW、家庭との連携を
図りながら個に応じた
支援を行う。 

①１年生の部活動
加入率が７割を超
えたか。また、部
活動調査におい
て、自分の活動に
誇りをもって行っ
ていると答える生
徒の割合が９割を
超えたか。 
 
③生徒の問題行
動、服装・頭髪指
導の件数が昨年度
より減少し、規範
意識の向上が見ら
れたか。 
④個々の生徒に応
じた支援が組織的
に行われ、適切な
支援を行うことが
できたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（   月   日実施） 

総合評価（   月   日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①大学等における
多様な入試形態を
見据え、生徒一人
ひとりの進路希望
実現に向けたきめ
細かな支援体制を
充実させる。 
②教科における学
習活動と進路指導
との連携を図り、
生涯にわたって基
盤となるキャリア
教育を実施する。 

①新課程直前の入試
動向情報を的確に把
握し、3 学年だけで
はなく 2 学年につい
ても情報を共有して
生徒の希望進路の実
現に向けた支援を行
う。 
②本校生徒の入試に
向けた課題を共有
し、教科指導と連携
を図り進路の支援を
行う。 

①進路指導室を整備
し、相談体制を充実さ
せる。また、大学等入
試担当者を招聘した相
談会を開催する。 
②外部試験を年４回実
施し、学力の伸長と定
着を図る。試験の結果
分析会を通して生徒
個々人の課題を認識さ
せ効率的な学習を進め
るための機会を提供す
る。 

①進路室の環境整
備ができたか。入
試担当者による５
大学以上の相談会
を実施できたか。 
②試験結果分析会
を実施することが
できたか。また、
それを踏まえて生
徒個々人に学習課
題を提示すること
ができたか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①生徒一人ひとり
が社会参画意識を
もって地域や世界
とつながる意識を
高 め る 支 援 を 行
う。 
②地域等と連携・
協働した災害への
備え、対応をさら
に深める。 
 

①学校周辺の美化活
動や地域貢献活動を
実施し、地域に愛さ
れる学校を目指す。 
 
・部活動や個人での
ボランティア活動や
地域への貢献活動を
通じて、社会の一員
としての意識を醸成
する。 
②DIG 研修や避難訓
練、地域の行政機関
と連携した防災体験
訓練をとおして災害
に対する防災意識を
高める。 
 

①各学年で年 1 回、学
校周辺の美化活動を行
う。また、各部活動や
委員会活動ごとでも、
地域のゴミ拾い活動を
実施する。 
・近隣の小学校への部
活動の派遣や、海老名
市との連携を行い、地
域との連携を積極的に
図る。ボランティア活
動への参加を促し、多
くの生徒が社会の一員
としての意識を持てる
ようにする。 
②避難訓練、DIG 研
修、防災体験訓練を行
い、自己の命を守る行
動と他者に対する支援
等「自助・互助・公
助」の防災意識を高め
る。 

①各学年で年1回、
学校周辺の美化活
動を実施すること
ができたか。部活
動や委員会ごとで
も活動を実施する
ことができたか。 
・近隣の小学校な
ど地域との連携事
業の回数が１０回
を超えたか。 
・ボランティア活
動調査で参加率が
全校生徒の１割を
超えたか。 
②避難訓練、DIG 研
修、防災体験訓練
後のアンケートで
「自助・互助・公
助」を意識した生
徒の割合が７割を
超えたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①ＩＣＴ環境の整
備改善を進めると
ともに、ＨＰ等を
活用して本校の教
育活動に係る情報
発 信 を 充 実 さ せ
る。 
②安心・安全な教
育環境の整備を充
実 さ せ る と と も
に、事故・不祥事
防止のさらなる徹
底を図る。 
③働き方改革の推
進に向けて、組織
的な取組を進めて
いく。 

①ＩＣＴ環境の整備
改善を進め、教職員
の機器活用のスキル
アップを行う。 
・ＨＰをとおして本
校の教育活動に係る
情報発信を行い、保
護者及び県民に開か
れた学校を目指す。 
②生徒・教職員が安
心して安全に過ごせ
る教育環境整備を行
う。 
・事故及び不祥事防
止の徹底を図り、信
頼ある学校を目指
す。 
 
 
 
 
 
 
 

①ＩＣＴ環境の整備改
善を進め、機器の管理
と運用方法を新たに構
築する。 
・機器の有効活用を目
指した研修会を複数回
実施する。 
・職員へＨＰ更新を周
知するとともに、定期
的な更新の声掛けを行
うことで本校の教育活
動に係る情報発信を行
う。 
②年２回の学校施設点
検を実施し、速やかな
修繕対応を行い、事故
のない環境整備を行
う。 
・管理職による声掛け
や研修等で事故・不祥
事を未然に防止し、保
護者や県民から信頼さ
れる学校づくりを行
う。 

①事故防止を意識
した管理体制・運
用方法への改善が
できたか。 
・年に２回以上の
研修会を開催でき
たか。また、８割
以上の教員がＩＣ
Ｔ機器を活用した
授業を行ったか。 
・行事ごとにＨＰ
を更新することが
できたか。また、
その他の活動につ
いても高頻度で更
新が行えたか。 
②学校施設設備点
検後の対応をする
ことで、未然に事
故を防ぐことがで
きたか。 
・年間に事故・不
祥事がゼロであっ
たか。 

     



 

 


